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こ ふ ん は に わ

　古墳は、古墳時代（3世紀中頃～7世

紀）に造られた、有力者を埋葬した墓の

ことである。大量の土を盛って、様々な

形の古墳が造られている。埴輪は、古墳

の墳丘上に並べられた、人、家、道具、

動物などを象った供え物である。

　埼玉県で古墳といえば、行田市のさき

たま古墳群が有名であるが、鴻巣市内

にも馬室、安養寺、新屋敷、箕田、旧吹

上の明用、下忍に合計19基の古墳が

現存し、埴輪を焼いた窯跡も馬室と生出

塚の2箇所で発見されている。とくに、生

出塚遺跡の埴輪窯跡から出土した埴輪

は、鴻巣市内やさきたま古墳群等の近

隣の古墳のほか、千葉県市原市の山倉

古墳群、東京都大田区の多摩川台古

墳群、神奈川県横浜市の北門古墳群

等の古墳から出土が確認されており、広

範囲に供給されたことが判明しており、

その重要性から2005年に国の重要文

化財に指定されている。今回は、現存す

る古墳を中心に、知られているようで、意

外と知られていない鴻巣市内の古墳と

埴輪を紹介する。

古墳と埴輪の
基礎知識

は めじ に

　本題に入る前に、古墳の形と埴輪の種類に

ついて触れておきたい。古墳は、前方後円墳が

よく知られているが、他にもいろいろな形があり、

一番多いのは円墳である。埴輪は、大きく円筒

埴輪と形象埴輪に分けられ、形象埴輪はモチ

ーフによって、人物埴輪、動物埴輪、家形埴

輪、器財埴輪に分けられる。
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1.前方後円墳

6.双方円墳

2.帆立貝式古墳

7.円墳

3.前方後方墳

8.方墳

4.柄鏡式古墳

9.六角墳

5.双方中円墳

10.八角墳

図　古墳の形の模式図

    

　明用には市内最大の前方後円墳である三島神社古墳がある。墳長55m、後円
部の直径27.5mとされる。横穴式石室を持ち、周濠も確認されている。土師器や埴
輪が出土している。

▪形状／前方後円墳　▪築造年代／6世紀後半
▪出土品／土師器、埴輪　▪1959年（昭和34年）指定文化財に指定

社殿が建つのは前方部とさ
れるが古墳は大きく崩れて
前方部、後円部の区別は難
しい。横穴式石室は壊され
ているが、拝殿前に石室の
石材が埋め込まれているの
で忘れずに確認したい。
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用の古墳
file No.01   Myoyou-Kofun
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　鴻巣警察署の東側から第2庁舎の付近にかけての一帯に広がる遺跡で、国道
17号の鴻巣警察署前の交差点から免許センターに向かう通りの北側を新屋敷遺
跡、南側を生出塚遺跡としているが、一連の遺跡として捉えられる。発掘調査で
100基以上の古墳が確認されているが、現在は新屋敷遺跡の北端部に宮地古墳
1基が残るのみである。また、生出塚遺跡では、40基の埴輪窯跡が検出されてお
り、その規模は東日本最大級、日本国内でも屈指の規模の埴輪生産跡とされる。埴
輪窯跡は1基も残っていないが、東裏1号公園に説明板がある。また、埴輪の一部
は、クレアこうのすの文化財展示スペースで見学することができる。

形状から円墳と思われるが、改変が大きく、詳細不明
である。

生出塚遺跡の埴輪窯跡における人物埴輪の出土状況。3
体あるが、そのうち1体は、右腕が破損している他は大き
な破損も無く、立った状態で出土している。 第2庁舎の横にある公園。生出塚遺跡の説明板がある。 クレア鴻巣文化財展示スペース：入場無料。重要文化

財の埴輪が並ぶ姿は圧巻。
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File No.02  Oineduka � 
Shinyashiki Site
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私たちの町「こうのす」の歴史・文化を再発見

情報誌こうのす「郷土文化シリーズ」

写真　埴輪の種類

宮地古墳 東裏1号公園 クレア鴻巣

写真提供：鴻巣市教育委員会

円筒埴輪 人物埴輪（貴人） 動物埴輪（馬形） 家形埴輪 器財埴輪（太刀形）

三島神社古墳
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のロマンが鴻巣市にも
鴻巣市内に19基の古墳が現存。
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